
                地域密着型金融の取組事例 2014 年 11 月 
 

  

担い手のライフサイクルに応じた支援 

 

タイトル 平成２５年度凍霜害対策資金       ＪＡ名 大井川（静岡県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

 当ＪＡ大井川管内においては、お茶産業が盛んであります。有数のお茶産地を

守る為、平成２５年４月１２・１３日に凍霜被害を受けました組合員及び組合員

が主たる構成員となっている団体・法人を対象に、資金融資を行います。 

 

 

 

２ 概要  貸付金額は、災害被害額の範囲内として個人は最高５００万円以内、団体・法

人は等は最高５，０００万円以内として、農業関係運転資金とします。 

貸付期間は、５年以内として必要に応じて１年以内の据え置きを認めます。 

基準金利は年１．５％ 但し農協の利子補給を０．７５％としまして融資金利は

０．７５％とします。また、地方公共団体等の利子補給を受ける場合につきまし

ては、その相当額をさらに引き下げるものとします。 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

貸付件数１３件 貸付金額９，４５０万円 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

これからも、個別の案件に対応する対策資金融資を行っていきたいと思います。

また、景気回復上向き等と言われる中でも金融円滑化を行った法人・個人に対し

その後の継続的な調査・相談・指導体制の確立が必要と考えられます。 

 

 

 

 

 


